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▲表彰校の代表児童と山﨑区長で、｢V｣サイン！

11／9｢カーボンマイ
ナスこどもアクショ
ン｣表彰式が行われま
した。
この活動は、環境月
間である6月の1か月間、
区立小学校全ての5・6
年生に家庭でCO2排出
量削減に取り組んでも
らうもので、取り組み結果が優秀な学校を表彰しています。
こどもたちはチェックシートに｢誰もいない部屋の電気を消す｣｢冷蔵
庫の扉はすぐ閉める｣など、その日に実行できた活動を記録しました。
今年度は全45校6,588人が参加し、CO2138トンを削減することができ、
児童1人ひとりの意識が高くなっています。
今年は、東砂小学校の取組成果がトップとなり、その他上位9校ととも
に表彰され、賞状とトロフィーが贈られました。また参加した全校に企
業・団体の協賛による参加賞が贈られました。
表彰式後の講演会では、東京海洋大学客員准教授であるさかなクンを
招き、｢さかなクンのギョギョッとびっくり環境教室｣を行いました。

区内4校の小学校で出前講座

▲温暖化について学ぶ水神小の
こどもたち

区では、｢カーボンマイナスこども
アクション｣について出前講座を行い
ました。今年は第二亀戸小、八名川小、
水神小の5年生、第三砂町小の5・6年生
が、地球温暖化とエネルギーについて
学びました。東京ガス(株)と協働し、
燃料電池を使った実験を盛り込み、興
味を持ったこどもたちは熱心に実験に
取り組んでいました▢問 温暖化対策課
環境調整係☎3647-6124
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百人一首｣は、｢天保の三大家｣
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な
ど、江戸時代後期に活躍した百名の俳
人たちの一句に、彼らの画像を添えた
ものです。画像と句をお手にとってお
楽しみください▢費 800円(税込)
▢場 ▢問 芭蕉記念館(常盤1-6-3)☎3631
-1448

▲中学のときに徳島から東京に来
たので、遠征で旧友に会うこと
ができるのも楽しい

6歳でテニスを始めた清水君。各大
会に出場しポイントを重ね、8月の関
東中学生テニス選手権大会に出場し、
準決勝まで勝ち進みました。準決勝で
は｢自分の気持ちの弱いところが出て、
ミスで負け悔しい。｣と試合でのA気持
ちのコントロールCの難しさを語って
くれました。大会後の海外遠征の際、
コーチからのアドバイスで、自分のA相
手に向かう強い気持ちCを取り戻し、
10月の大会では見事に優勝！練習では、
以前より積極的に楽しく取り組んでい
ます。｢今後の目標は全日本の大会で
活躍し、さらなる大舞台に立つことで
す。｣と力強く話してくれました。

現在14歳以下ジュニアナショナル選手である佐
藤さんは、8月に開催された全国中学生テニス選
手権大会に出場しました。序盤は調子が出ない中
リラックスする事を心がけ、決勝戦を迎えました。
｢決勝では自分のテニスをすることができ勝てた
のがうれしい。｣と優勝の喜び
を語ってくれました。男子を
相手にしたゲーム形式練習や
基礎トレーニングで、さらな
る技術力向上に励んでいます。
日本代表として出場する国際
大会は｢日の丸を背負っての
試合は緊張するけど、海外の
選手と交流できるのが楽し
い。｣と話してくれました。

▲グランドスラムで優
勝できるような選手
になるのが夢です

面 積 40.16km2

＋ 285人人 口

＋ 167人

252,676人 ＋ 194人

前月比(±)

501,017人

（平成27年11月1日現在）

253,934世帯

＋ 166人

世帯と人口

＋ 304世帯世 帯

女

※平成24年7／9から外国人も住民基本
台帳法の適用となりました
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国
人
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台
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口

12,865人女

江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！

全国中学生テニス選手権大会
女子シングルス優勝

佐藤 南
な

帆
ほ

さん
(深川第三中3年)

関東中学生テニス選手権大会
男子シングルス 3 位

清水健二朗くん(有明中3年)

1人当たりCO2削
減量(総削減量)

努力賞

平成27年度取り組み結果 (小数点第1位まで表示)

豊洲西1位

優秀賞

全45校計

東砂最優秀賞

小学校名

24.9(1,195.5)㎏100％(48人)第六砂町4位
深川、毛利、第一亀戸、水神、南砂

93.3％(6,588人)

100％(48人)
100％(60人)

参加率
(参加人数)

20.9(137,813)㎏

25.1(1,204.6)㎏
25.7(1,544.7)㎏

24.9(1,870.6)㎏100％(75人)辰巳2位
24.9(2,792.3)㎏100％(112人)扇橋3位


